
oouchida
日付印 (赤)

小郡三井医師会
線

小郡三井医師会
テキストボックス
小郡三井医師会より　　　　　　　　　　　　担当理事　蒲池　壽・毛利康茂



　　（地皿243）

平成20年1月17日
都道府県医師会

　　　感染症危機管理担当理事　殿

日本医師会感染症危機管理対策室長

　　　　　　　　　　　飯沼　雅朗

予防接種法施行規則の一部を改正する省令等の施行について

　時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。

　今般、「予防接種法施行規則の一部を改正する省令」、「感染症の予防及び感染症の

患者に対する医療に関する法律施行規則の一部を改正する省令」及びr麻しんに関す

る特定感染症予防指針」が12月28日に公布され、別添のとおり厚生労働省健康局

結核感染症課長より各都道府県等衛生主管部（局）長あて通知がなされ、本会に対し

ても周知、協力方依頼がありました。

　「予防接種法施行規則の一部を改正する省令」においては、予防接種の推進を図る

ための指針を定めなければならない疾病に麻しんが追加されるとともに、「感染症の

予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律施行規則の一部を改正する省令」に

おいては、特定感染症予防指針を作成し公表する疾病に麻しんが追加され、あわせて、

医師が診察したときに都道府県知事に届け出なければならない5類感染症に麻しん

及び風しんが追加されています。

　また、r麻しんに関する特定感染症予防指針」においては、平成19年に麻しんが

大流行したことを受け、麻しん対策の更なる強化が求められていることから、平成2

4年度までに麻しんを排除し、かつ、その後も排除状態を維持することを目標として、

国、地方公共団体、医療関係者、教育関係者等が連携して取り組んでいくべき施策に

ついての新たな方向性が示されています。

　つきましては、貴会におかれましても本件についてご了知いただき、貴会管下郡市

区医師会、関係医療機関等に対し、周知方よろしくご高配のほどお願い申し上げます。



事　　務　　連　　絡

平成19年12月28日

（社）日本医師会

　　　感染症危機管理対策室長　殿

厚生労働省健康局結核感染症課長

予防接種法施行規則の一部を改正する省令等の施行について

　平素より厚生労働行政にご協力いただき誠にありがとうございます。

　本日・（12月28日）、風しん及び麻しん対策の更なる充実のために、予防接種法

施行規則の一部を改正する省令（平成19年厚生労働省令第158号）、感染症の予
防及び感染症の患者に対する医療に関する法律施行規則の一部を改正する省令（平成

19年厚生労働省令159号）及び麻しんに関する特定感染症予防指針（平成19年
厚生労働省告示第442号）が公布されました。このことを踏まえ、別添（写）のと

おり、関係機関等への周知の依頼並びに、当該省令及び告示の概要について各都道府

県等衛生主管部（局）長あて通知したところです。

　貴法人におかれましても、当該省令及び告示についてご理解の上、貴所属会員各位

及び関係方面に周知していただき、医師の届出等の円滑な実施のために関係者の協力

が得られるよう特段のご配慮をお願いいたします。
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衛生主管部（局）長　殿

　　　　　　　　厚生労働省健＿感染症課蕪覇

　　　　　予防接種法施行規則の一部を改正する省令等の施行について

予防接種法施行規則の一部敏正する省令（平成・9年厚生労働省令第158号）・
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。）とおりであるので、内容を＋分御了知の上、関係機鵬一の周知を図るとともに・

その実施に遺憾なきを期されたい・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

第1　予防接種法施行規則の一部を改正する省令の改正の概要

　1　改正の概要
　　　麻し届こついて、特に総合的に予防接働絶する土必要があることから詣針

　　を定める疾病に麻しんを追加するものであること。
　　　ただし、当該指針1こついては、予防接種法（昭和23年法律第68号）第20

　　条第3項の規匙基づき、第3の麻しんに関する特定感染症予防指針と一体のも

　　のとして定めたところである。

　2　施行期琶
　　　公布の日から施行するものとしたこと。

第2感難の予防及憾染症・）儲1こ対する医療に関する法律獅襯1σ）一説改

　　正する省令の改正の概要

　1　改’正の概要
　　（1）　麻しんに関する特定感染症予防指針の作成
　　　　　麻ワ、につ、、・て、特に総合的に予防のための施策を擶笙する腰がある二



　　とから、指針を作成し、公表する疾病に麻しんを追加するものであること・

　（2）風しん及び麻しんに関する医師の届出

　　　風しん及び麻しんについて、医師が診察したときに都道府県知事に届け出

　　なければならない5類感染症に、風しん及び麻しんを追加するものであるこ

　　と。　　　　　　　　　’
　　　これに伴い、指定届出機関の管理者が都道府県知事に届け出なければなら

　　ない5類感染症から風しん、麻しん’（成人麻しんを除く。）及び成人麻しん

　　を除くものであること。

2　施行期日
　　平成20年1月1目からするものとしたこと。ただし、（1）については・公布

の日から施行する。

第3　麻しんに関する特定感染症予防指針の概要　　1・

　1　改正の概要
　　（1）　前文

　　　①　我が国においては、昭和51年6月から予防接種法（昭和23年法律第6
　　　　8号）に基づく予防接種の対象疾病に麻しんを位置づけ、積極的に接種勧奨

　　　　等を行うことにより、麻しんの発生の予防及びまん延の防止に努めてきたと

　　　　ころであるが、平成19年に10代及び20代を中心とした年齢層で麻しん
　　　　が大流行したことを受け、麻しん対策の更なる強化が求められていること。

　　　②　本指針は、このような状況を受け、平成24年度までに麻しんを排除し・

　　　　かっ、その後も排除状態を維持することを目標とし、そのために、国・地方

　　　　公共団体、医療関係者、教育関係者等が連携して取り組んでいくべき施策に

　　　　ついての新たな方向性を示したものであること。

　　（2）　目標

　　　　平成24年度までに麻しんの排除（国外で感染した者が国内で発症する場合

　　　を除き・麻しん噂断騨・年間1こ人口…万人当亙り・1例未満であり・・か
　　　つ、ウイルスの伝播が継続しない状態にあることをいフ。）を達成し・かっ・

　　　その後も麻しんの排除の状態を維持することを目標とすること・

　　（3）原因の究明
　　　①　麻しんについて、感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法

　　　　律第12条に基づく医師による届出の対象とし、全数報告を求めるものとす

　　　　ること。
　　　②　当面は臨床診断で届出対象とするが、’検査室診断の結果も保健所に報告す

　　　　るものとすること。なお、麻しんの患者数が減少してきた場合は・報告に当

　　　　たり検査室診断を必須のものとする予定であること。

　　　③　国は、日本医師会を通じて、麻しんを臨床で診断した場合には・可能な限

　　　　り24時間以内に報告を行うこと及び検査室での診断を行い、その結果につ

　　　　いても報告を行うこと等について、医師に協力を求める必要があること・

　　　④国は、国立感染症研究所において、麻しんの流行時における自治体の手引



　　きの作成及び人員の派遣要請に応えられる人材養成を必要があること。

（4）　発生の予防及びまん延の防止

①車成24年度までを麻しんの予防接種の対策期間に定め、定期の予防接種

　　の対象に中学1年生及び高校3年生に相当する年齢の者を加えることで・2

　　回目の定期の予防接種の機会を設けること。

②　国は、市町村に対し、定期の予防接種の対象者への個別の通知等・確実な

　　接種勧奨を行うよう依頼する必要があること。

③　厚生労働省は、文部科学省に協力を求め、定期の健康診断の機会を利用し・

　　定期の予防接種の対象者の罹患歴及び予防接種歴の確認、接種勧奨を行うも

　　のとすること。

　④　国は、保護者同伴要件の一定条件下での緩和等、安全に配慮しつつも予防

　　接種を受けやすい環境づくりを徹底すること。

⑤国は、ワクチン等の確保について、製造販売業者と連携を図るものとする

　　こと。　　　　　’　　　　　．　　　　　　　　　　－

・⑥　麻しんの定期の予防接種に用いるワクチンは、原則として麻しん風しん混

　　合ワクチンとするものとすること。

⑦麻しんに罹患すると重症化しやすい者と接する機会が多い医療関係者・児

　　童福祉施設等の職員、学校等の職員等に対する予防接種の推奨を行う必要が

　　あること。また、厚生労働省は、当該推奨を行うために、日本医師会等に協

　　力を求めること。

　⑧国民の予防接種に対する正しい知識の普及啓発のため、厚生労働省は・予

　　防接種の重要性及び副反応（特に妊娠との関係を含む。）に関し、リーフレ・

　　ットの作成や関係団体を通じた情報提供、報道機関を活用した広報等により・

　　国民に対して、積極的な情報提供を行う必要があること。

　⑨厚生労働省は、予防接種の際の医療事故や避け得る副反応を徹底して避け

　　るため、地方公共団体や医療機関等の各関係団体に対し、安全対策を十分行

　　うよう協力を依頼するものとすること。

（5）　医療の提供

　①麻しんのように感染力が極めて強く、稀に重症化のおそれのある感染症莚

　　ついては早期発見及び早期治療が特に重要であること。このため、国は・医

　　師に対する情報提供及ぴ普及啓発だけでなく、国民にも当該疾病に罹患した

　　際の初期症状や早期に採るべき対応等について、広く周知することが望まし

　　いこと。

　②国は、医師が麻しんの患者を適切忙診断できるように、麻しんの流行状況

　　等について、積極的に情報提供し、流行が懸念される地域においては、日本

　　医師会等の関係団体と連携し、注意喚起を行う必要があること・

　③・国は、小児科医のみではなく、すべての医師が麻しんを診断できるように・

　・普及啓発を行うことが重要であること。

（6）　研究開発の推進

　①現行の麻しんワクチンは効果の高いワクチンの一つであるとされるが・今



～

　　　　　後の使用状況等を考慮し、国は、必要に応じて研究開発を推進していくもの

　　　　　とすること。また、これらの研究の成果を的確に評価する体制を整備し、情　　、

　　　　　報公開を積極的に行うことが重要であること・

　　　　②　国は、予防接種歴を電子媒体に保存しておき、本人の求めに応じて定期の

　　　　　予防接種歴に関する情報を提供できるソフトウェアを、国立感染症研究所に

　　　　　おいて開発し、希望する市町村が利用できるようにすること。

　　　（7）　国際的な連携

　　　　①　国は、世界保健機関をはじめとする関係国際機関との連携を強化し、情報

　　　　　交換等を積極的に行うことにより、世界的な麻しんの発生動向の把擬等に努

　　　　　め、我が国の麻しん対策の充実を図っていくことが重要であること。

　　　　②　世界保健機関においては、2回の予防接種において、それぞれ接種率95

　　　　　％の達成を目標に掲げているほか、世界保健機関酉太平洋地域事務局におい

　　　　　ては、2012年までに同地域からの麻しんの排除を目標に掲げており、我
■

　　　　　が国も同目標の達成のため、必要な対策を講じるものとすること。

　　　（8）　評価及び推進体制の確立

　　　　①　国は、r麻しん対策委員会」を設置し、施策の実施状況を毎年、評価・公

　　・　　表し、必要に応じて、施策の見直しを含めた積極的な対応を講じる必要があ

　　　　　ること。
　　　　②　都道府県は、それぞれに麻しん対策の会議を設置し、発生動向、予防接種　．

　　　　　の接種率及ぴ副反応の発隼事例等を把握し、地域における施策の進ちょく状

　　　　　況を評価することが望ましいこと。また、厚生労働省は、麻しん対策の会議

　　　　　が施策の進ちょく状況を評価するために、当該会議が学校等から必要な情報

　　　　　を得られるよう文部科学省に協力を求めること。

　　　　③　厚生労働省は、学校の臨時休業の情報、予防接種により生「じた重篤な副反

　　　　　応の情報等を迅速に把握するため、関係機関に協力を依頼すること。

　　2　施行期日
　　　公布の日から施行するものとしたこと。
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協
同
組
合
等
の
信
用
事
業
に
関
す
る

　
命
令
第
二
十
六
条
第
二
項
第
二
号
等
の
規

　
定
に
基
づ
き
漁
業
協
同
組
合
等
の
子
会
社

　
が
営
む
こ
と
の
で
き
る
業
務
か
ら
除
か
れ

　
る
業
務
等
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す

　
る
件
（
同
三
六
）

〉
一〇二

○

○
農
林
中
央
金
庫
法
の
施
行
に
関
し
定
め
る

　
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
同
三
七
）

○
食
品
、
添
加
物
等
の
規
格
基
準
の
一
部
を

　
改
正
す
る
件
（
厚
生
労
働
四
三
三
）

○
特
定
化
学
物
質
障
害
予
防
規
則
の
規
定
に

　
基
づ
く
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
性
能
の

　
一
部
を
改
正
す
る
件
（
同
四
三
四
）

○
昭
和
五
十
一
年
労
働
省
告
示
第
九
号
（
作

　
業
環
境
測
定
法
施
行
規
則
の
規
定
に
基
づ

　
き
労
働
大
臣
の
定
め
る
基
準
を
定
め
る

　
件
）
の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
同
四
三
五
）

○
作
業
環
境
測
定
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る

　
件
（
同
四
三
六
）

○
作
業
環
境
評
価
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る

　
件
（
同
四
三
七
）

○
特
定
化
学
物
質
障
害
予
防
規
則
第
八
条
第

　
一
項
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
要
件
の

　
一
部
を
改
正
す
る
件
（
同
四
三
八
）

○
特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
等
の
一
部
を
改

　
正
す
る
件
（
同
四
三
九
）

○
療
担
規
則
及
び
薬
担
規
則
並
び
に
療
担
基

　
準
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
掲

　
示
事
項
等
の
一
部
を
改
正
す
る
件

　
（
同
四
四
〇
）

○
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
先
進
医
療
及
び

　
施
設
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
件

　
（
同
四
四
一
）

○
麻
し
ん
に
関
す
る
特
定
感
染
症
予
防
指
針

　
（
同
四
四
二
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁
　
特
恵
関
税
、
基
本
測
量
関
係
事
項
関
係

裁
判
所

　
破
産
、
免
責
、
再
生
関
係

二天
二〇」…三

〇

特
殊
法
人
等

　
独
立
行
政
法
人
国
立
大
学
財
務
・
経
営
セ

　
ン
タ
ー
平
成
十
八
事
業
年
度
財
務
諸
表
、

　
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整

　
備
支
援
機
構
参
加
者
の
有
無
を
確
認
す
る

　
公
募
手
続
に
係
る
参
加
意
思
確
認
書
の
提

　
出
を
求
め
る
公
示
、
独
立
行
政
法
人
都
市

　
再
生
機
構
、
東
日
本
高
速
道
路
株
式
会

　
社
・
中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
・
西
日

　
本
高
速
道
路
株
式
会
社
・
阪
神
高
速
道
路

　
株
式
会
社
料
金
の
額
及
び
徴
収
期
間
の
変

　
更
、
社
会
保
険
労
務
士
名
簿
登
録
・
登
録

　
の
抹
消
・
紛
争
解
決
手
続
代
理
業
務
の
付

　
記
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
日
本
弁
護
士
連

　
合
会
会
則
中
一
部
改
正
・
弁
護
士
法
人
規

　
程
中
一
部
改
正
・
弁
護
士
偏
在
解
消
の
た

　
め
の
経
済
的
支
援
に
関
す
る
規
程
制
定
・

　
弁
護
士
補
償
制
度
規
程
（
会
規
第
四
十
六

　
号
）
を
廃
止
す
る
規
程
制
定
・
弁
護
士
互

　
助
年
金
規
程
中
一
部
改
正
・
出
産
時
の
会

　
費
免
除
に
関
す
る
規
程
制
定
・
外
国
特
別

会
員
基
本
規
程
中
一
部
改
正
・
小
規
模
弁

　
護
士
会
助
成
に
関
す
る
規
程
中
一
部
改

　
正
・
情
報
通
信
等
特
別
会
計
規
程
（
会
規

　
第
五
十
二
号
）
を
廃
止
す
る
規
程
制
定
・

　
会
館
特
別
会
計
規
程
中
一
部
改
正
関
係

地
方
公
共
団
体

　
公
債
抽
せ
ん
（
東
京
都
区
）
、
教
育
職
員

　
免
許
状
失
効
、
行
旅
死
亡
人
関
係

会
社
そ
の
他

会
社
決
算
公
告

三
一
二一

杢

＝ハ

ｪ
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（
特
定
健
康
診
査
及
び
特
定
保
健
指
導
に
関
す
る
記
録

　
の
保
存
）

第
十
条
　
保
険
者
は
、
法
第
二
十
二
条
及
び
法
第
二
十
五

　
条
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
健
康
診
査
及
び
特
定
保
健
指

　
導
に
関
す
る
記
録
を
電
磁
的
方
法
（
電
子
的
方
式
、
磁

　
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ

　
と
が
で
き
な
い
方
式
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
り
作

　
成
し
、
当
該
記
録
の
作
成
の
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年

　
度
か
ら
五
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
期
間
又
は
加
入
者
が

　
他
の
保
険
者
の
加
入
者
と
な
っ
た
日
の
属
す
る
年
度
の

　
翌
年
度
の
末
日
ま
で
の
期
間
の
う
ち
い
ず
れ
か
短
い
期

　
間
、
当
該
記
録
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
　
保
険
者
は
、
前
項
の
作
成
及
び
同
項
の
保
存
に
関
す

　
る
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
、
当
該
事
務
を
適
切
か
つ

　
円
滑
に
遂
行
し
得
る
能
力
の
あ
る
者
に
委
託
す
る
こ
と

　
が
で
き
る
。

　
（
特
定
健
康
診
査
等
に
要
し
た
費
用
の
請
求
）

第
十
一
条
　
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
他
の

　
保
険
者
の
加
入
者
に
係
る
特
定
健
康
診
査
又
は
特
定
保

　
健
指
導
（
以
下
「
特
定
健
康
診
査
等
」
と
い
う
。
）
を
行
っ

　
た
保
険
者
が
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
特
定
健
康
診

　
査
等
を
受
け
た
他
の
保
険
者
の
加
入
者
に
対
し
請
求
す

　
る
こ
と
が
で
き
る
費
用
の
額
は
、
当
該
保
険
者
が
、
当

　
該
保
険
者
の
加
入
者
に
対
し
て
行
う
特
定
健
康
診
査
等

　
に
要
す
る
費
用
の
額
を
勘
案
し
て
合
理
的
で
あ
る
と
認

　
め
ら
れ
る
範
囲
内
に
お
い
て
定
め
た
額
と
す
る
。

2
　
法
第
二
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
健
康
診

　
査
に
要
す
る
費
用
と
し
て
相
当
な
額
の
支
給
を
受
け
よ

　
う
と
す
る
加
入
者
（
労
働
安
全
衛
生
法
そ
の
他
の
法
令

　
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
特
定
健
康
診
査
に
相
当
す
る
健
康

　
診
断
を
受
け
た
加
入
者
又
は
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
加

　
入
者
を
除
く
。
）
又
は
特
定
保
健
指
導
に
要
す
る
費
用
と

　
し
て
相
当
な
額
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
加
入
者

　
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
当
該
加
入
者
が

　
加
入
す
る
保
険
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
医
療
保
険
各
法
に
よ
る
被
保
険
者
証
（
日
雇
特
例

9
3
　J一　／￥ 　

被
保
険
者
手
帳
（
健
康
保
険
印
紙
を
は
り
付
け
る
べ

　
き
余
白
の
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
及
び
被
扶
養
者
証
を

　
含
む
。
）
、
組
合
員
証
又
は
加
入
者
証
の
記
号
及
び
番

　
号

　
月
日

　
番
号
及
び
名
称

　
他
の
者
の
名
称
及
び
所
在
地
又
は
氏
名
及
び
住
所

　
指
導
を
受
け
た
年
月
日
及
び
期
間

　
　
特
定
健
康
診
査
等
に
要
し
た
費
用
の
額

　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
同
項
第
六
号
に
掲
げ
る
費
用

二
　
特
定
健
康
診
査
等
を
受
け
た
者
の
氏
名
及
び
生
年

三
　
特
定
健
康
診
査
等
を
実
施
し
た
保
険
者
の
保
険
者

四
　
特
定
健
康
診
査
等
を
受
け
た
病
院
、
診
療
所
そ
の

五
　
特
定
健
康
診
査
を
受
け
た
年
月
日
又
は
特
定
保
健

の
額
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
特
定
健
康
診
査
等
に
関
す
る
記
録
の
送
付
）

第
十
二
条
　
他
の
保
険
者
の
加
入
者
に
対
し
特
定
健
康
診

　
査
等
を
行
っ
た
保
険
者
は
、
法
第
二
十
六
条
第
二
項
の

　
規
定
に
よ
り
当
該
特
定
健
康
診
査
等
に
関
す
る
記
録
を

　
当
該
特
定
健
康
診
査
等
を
受
け
た
者
が
現
に
加
入
す
る

　
他
の
保
険
者
に
送
付
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
電
磁
的
方

　
法
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
当
該
特
定
健
康
診
査
等
に
関
す

　
る
記
録
を
記
録
し
た
光
デ
ィ
ス
ク
又
は
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

　
デ
ィ
ス
ク
（
以
下
「
光
デ
ィ
ス
ク
等
」
と
い
う
。
）
を
送

　
付
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

　
（
他
の
保
険
者
が
行
う
記
録
の
写
し
の
提
供
）

第
十
三
条
　
法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定

　
健
康
診
査
等
に
関
す
る
記
録
の
写
し
の
提
供
を
求
め
ら

　
れ
た
他
の
保
険
者
は
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
当

　
該
記
録
の
写
し
を
提
供
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か

　
じ
め
、
当
該
他
の
保
険
者
の
加
入
者
で
あ
っ
た
者
に
対

　
し
、
記
録
の
写
し
を
提
供
す
る
趣
旨
及
び
提
供
さ
れ
る

　
記
録
の
写
し
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
か
つ
、

　
当
該
他
の
保
険
者
の
加
入
者
で
あ
っ
た
者
の
同
意
を
得

　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
記
録
の
写
し
の

　
提
供
を
求
め
た
保
険
者
に
お
い
て
説
明
を
行
い
、
当
該

　
他
の
保
険
者
の
加
入
者
で
あ
っ
た
者
の
同
意
を
得
た
こ

　
と
が
確
認
で
き
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

2
　
法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
健
康
診

　
査
等
に
関
す
る
記
録
の
写
し
の
提
供
を
求
め
ら
れ
た
他

　
の
保
険
者
は
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
記
録

　
の
写
し
を
提
供
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
電
磁
的
方
法
に

　
よ
り
作
成
さ
れ
た
当
該
特
定
健
康
診
査
等
に
関
す
る
記

　
録
を
記
録
し
た
光
デ
ィ
ス
ク
等
を
送
付
す
る
方
法
そ
の

　
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

　
（
事
業
者
等
が
行
う
記
録
の
写
し
の
提
供
）

第
十
四
条
　
保
険
者
が
、
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定

　
に
よ
り
加
入
者
を
使
用
し
て
い
る
事
業
者
等
（
法
第
二

　
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
業
者
等
を
い
う
。
以
下

　
同
じ
。
）
又
は
使
用
し
て
い
た
事
業
者
等
に
対
し
て
提
供

　
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
健
康
診
断
に
関
す
る
記
録
の

　
写
し
は
、
第
二
条
各
号
に
掲
げ
る
項
目
に
関
す
る
記
録

　
の
写
し
と
す
る
。

2
　
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
健
康
診
断
に

　
関
す
る
記
録
の
写
し
の
提
供
を
求
め
ら
れ
た
事
業
者
等

　
は
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
記
録
の
写
し
を

　
提
供
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
電
磁
的
方
法
に
よ
り
作
成

　
さ
れ
た
当
該
健
康
診
断
に
関
す
る
記
録
を
記
録
し
た
光

　
デ
ィ
ス
ク
等
を
送
付
す
る
方
法
そ
の
他
の
適
切
な
方
法

　
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

　
（
記
録
等
の
提
供
に
要
す
る
費
用
の
支
払
）

第
十
五
条
　
他
の
保
険
者
又
は
事
業
者
等
は
、
第
十
三
条

　
又
は
前
条
の
規
定
に
よ
り
記
録
の
写
し
を
提
供
し
た
と

　
き
は
、
当
該
記
録
の
写
し
の
提
供
を
求
め
た
保
険
者
か

　
ら
、
現
に
当
該
記
録
の
写
し
の
提
供
に
要
し
た
費
用
の

　
額
の
支
払
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
特
定
健
康
診
査
等
の
委
託
）

第
十
六
条
　
保
険
者
は
、
法
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
、

　
特
定
健
康
診
査
及
び
特
定
保
健
指
導
の
実
施
を
委
託
す

　
る
場
合
に
は
、
特
定
健
康
診
査
及
び
特
定
保
健
指
導
を

　
円
滑
か
つ
効
率
的
に
実
施
す
る
観
点
か
ら
適
当
で
あ
る

　
者
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
に
委
託
し
な

　
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
　
　
　
　
、
・

　
　
保
険
者
が
特
定
健
康
診
査
及
び
特
定
保
健
指
導
の
受

　
託
者
に
対
し
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
は
、
第
十

　
条
の
規
定
に
よ
り
保
存
し
て
い
る
特
定
健
康
診
査
及
び

　
特
定
保
健
指
導
に
関
す
る
記
録
そ
の
他
必
要
な
情
報
と

　
す
る
。

　
び
特
定
保
健
指
導
の
実
施
を
委
託
す
る
場
合
に
お
い

　
て
、
保
険
者
に
代
わ
り
特
定
健
康
診
査
及
び
特
定
保
健

　
指
導
の
実
施
に
要
し
た
費
用
の
請
求
の
受
付
並
び
に
当

　
該
費
用
の
支
払
並
び
に
こ
れ
ら
に
附
帯
す
る
事
務
を
行

　
う
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
特
定
健
康
診
査
及
び
特
定
保

　
健
指
導
に
係
る
情
報
の
漏
え
い
の
防
止
並
び
に
当
該
事

　
務
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
観
点
か
ら
適
当
で
あ
る
者
と

　
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　
（
雑
則
）

　
康
診
査
及
び
特
定
保
健
指
導
の
実
施
に
係
る
施
設
及
び

　
運
営
に
関
す
る
事
項
、
記
録
の
保
存
に
関
す
る
事
項
そ

　
の
他
の
特
定
健
康
診
査
及
び
特
定
保
健
指
導
の
実
施
に

　
つ
い
て
必
要
な
細
則
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　
（
施
行
期
日
）

　
行
ず
る
。

　
（
特
定
保
健
指
導
の
実
施
に
係
る
経
過
措
置
）

　
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
第
七
条
第
一
項
第
一
号
及

　
び
第
八
条
第
一
項
第
一
号
中
「
又
は
管
理
栄
養
士
」
と

　
あ
る
の
は
「
、
管
理
栄
養
士
又
は
保
健
指
導
に
関
す
る

　
一
定
の
実
務
の
経
験
を
有
す
る
看
護
師
」
と
、
第
七
条

　
第
一
項
第
二
号
及
び
第
八
条
第
一
項
第
二
号
中
「
管
理

　
栄
養
士
」
と
あ
る
の
は
「
管
理
栄
養
士
、
保
健
指
導
に

　
関
す
る
一
定
の
実
務
の
経
験
を
有
す
る
看
護
師
」
と
す

　
る
。
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保
険
者
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
健
康
診
査
及

第
十
七
条
　
こ
の
省
令
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
特
定
健

第
一
条
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
三

○
厚
生
労
働
省
令
第
百
五
十
八
号

　
予
防
接
種
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第

二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
予
防
接
種
法
施
行
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
一

　
　
　
予
防
接
種
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

　
予
防
接
種
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第

三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
第
十
一
条
の
二
十
七
中
「
疾
病
は
」
の
下
に
「
、
麻
し

ん
」
を
加
え
る
軌

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

○
厚
生
労
働
省
令
第
百
五
十
九
号
　
　
　
　
　
　
　
・

　
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
第
十
一
条

第
一
項
及
び
第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ

き
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療

に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。

　
平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
一

　
　
　
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医

　
　
　
療
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

　
　
　
省
令
．

　
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
．
る
医
療
に

関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
年
厚
生
省
令
第
九
十
九

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
第
二
条
中
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
七
号
の
次
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

　
八
　
麻
し
ん

　
第
四
条
第
三
項
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

　
十
五
　
風
し
ん

　
十
六
　
麻
し
ん

　
第
六
条
第
一
項
の
表
第
一
項
の
項
中
「
、
風
し
ん
」
及

び
「
、
麻
し
ん
（
成
人
麻
し
ん
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
同

表
第
五
項
の
項
中
「
、
成
人
麻
し
ん
」
を
削
る
。

　
　
　
附
　
則

　
（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
年
一
月
一
日
か
ら
施

　
行
ず
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規
・

　
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
（
経
過
措
置
）

第
二
条
平
成
二
十
年
一
月
一
日
前
に
風
し
ん
若
し
く
は

　
麻
し
ん
の
患
者
を
診
断
し
、
又
は
風
し
ん
若
し
く
は
麻

　
し
ん
に
ょ
り
死
亡
し
た
者
の
死
体
を
検
案
し
た
と
き
に

　
指
定
届
出
機
関
（
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者

　
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
十
四
条
第
一
項
に
規

　
定
す
る
指
定
届
出
機
関
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
管
理

　
者
が
行
う
届
出
及
び
当
該
届
出
を
受
け
た
当
該
指
定
届

　
出
機
関
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
（
保
健

　
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
に
あ
っ
て
は
、
市
長
又

　
は
区
長
）
が
行
う
報
告
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ

　
る
改
正
前
の
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対

　
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
六
条
の
規
定

　
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
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○
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
三
十
九
号

　
診
療
報
酬
の
算
定
方
法
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告

示
第
九
十
二
号
）
に
基
づ
き
、
特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準

等
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
九
十
四
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
年
一
月
一
日
か
ら

適
用
す
る
。

　
平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添

　
別
表
第
九
中
「
ペ
グ
ビ
ソ
マ
ン
ト
製
剤
」
を

ソ
マ
ン
ト
製
剤

リ
プ
タ
ン
製
剤
」
に
改
め
る
。

○
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
四
十
号

，
保
険
医
療
機
関
及
び
保
険
医
療
養
担
当
規
則

十
二
年
厚
生
省
令
第
十
五
号
）

　つスペ要
マグー
トビ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
条
第
二
号
へ
及
び

老
人
保
健
法
の
規
定
に
よ
る
医
療
並
び
に
入
院
時
食
事
療

養
費
、
入
院
時
生
活
療
養
費
及
び
保
険
外
併
用
療
養
費
に

係
る
療
養
の
取
扱
い
及
び
担
当
に
関
す
る
基
準
（
昭
和
五

十
八
年
厚
生
省
告
示
第
十
四
号
）
第
二
十
条
第
三
号
へ
の

規
定
に
基
づ
き
、
療
担
規
則
及
び
薬
担
規
則
並
び
に
療
担

基
準
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
掲
示
事
項
等

（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
七
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
年
一
月
一
日
か
ら
適
用

す
る
。

　
平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
一

　
第
十
第
一
号
中
「
及
び
ペ
グ
ビ
ソ
マ
ン
ト
製
剤
」
を

「、

y
グ
ビ
ソ
マ
ン
ト
製
剤
及
び
ス
マ
ト
リ
ブ
タ
ン
製
剤
」

に
改
め
る
。

○
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
四
十
一
号

　
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
評
価
療
養
及
び
選
定
療
養

（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
九
十
五
号
）
第

一
条
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め

る
先
進
医
療
及
び
施
設
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省

告
示
第
五
百
七
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、

平
成
二
十
年
一
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
一

　
第
二
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
百
七
　
肝
切
除
手
術
に
お
け
る
画
像
支
援
ナ
ビ
ゲ
ー

　
　
シ
ョ
ン
（
原
発
性
肝
が
ん
、
肝
内
胆
管
が
ん
、
転
移

　
　
性
肝
が
ん
又
は
生
体
肝
移
植
ド
ナ
ー
に
係
る
も
の
に

　
　
限
る
。
）
の
施
設
基
準

　
ω
　
専
ら
外
科
に
従
事
し
、
当
該
診
療
科
に
つ
い

　
　
て
十
年
以
上
の
経
験
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

　
⑰
　
日
本
消
化
器
外
科
学
会
の
認
定
す
る
消
化
器

　
　
外
科
専
門
医
で
あ
る
こ
と
。

　
⑥
　
当
該
療
養
に
つ
い
て
一
年
以
上
の
経
験
を
有

　
　
し
て
い
る
こ
と
。

　
㈲
　
当
該
療
養
に
つ
い
て
、
当
該
療
養
を
主
と
し

　
　
て
実
施
す
る
医
師
と
し
て
一
例
以
上
の
症
例
を

　
　
実
施
し
て
い
る
こ
と
。

　
ω
　
外
科
及
び
麻
酔
科
を
標
榜
し
て
い
る
こ
と
。

　
③
　
当
該
療
養
を
実
施
す
る
診
療
科
に
お
い
て
、

　
　
常
勤
の
医
師
が
二
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ

　
　
と
。

　
⑥
　
麻
酔
科
に
お
い
て
、
常
勤
の
医
師
が
配
置
さ

　
　
れ
て
い
る
こ
と
。

　
㈲
　
臨
床
工
学
技
士
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
㈲
　
病
床
を
二
十
床
以
上
有
し
て
い
る
こ
と
。

　
⑤
　
当
該
療
養
を
実
施
す
る
病
棟
に
お
い
て
、
看

　
　
護
職
員
の
数
が
、
入
院
患
者
の
数
が
二
又
は
そ

　
　
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

　
の
　
当
直
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
⑧
　
緊
急
の
場
合
に
お
け
る
手
術
を
実
施
す
る
体

　
　
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
⑨
　
二
十
四
時
間
院
内
検
査
を
実
施
す
る
体
制
が

　
　
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
㎝
　
医
療
機
器
の
保
守
管
理
を
行
う
体
制
が
整
備

　
　
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
⑪
　
医
療
安
全
管
理
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る

　
　
こ
と
。

イ
　
主
と
し
て
実
施
す
る
医
師
に
係
る
基
準

ロ
　
保
険
医
療
機
関
に
係
る
基
準

○
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
四
十
二
号

　
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
第
十
一
条

第
一
項
及
び
予
防
接
種
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
六
十

八
号
）
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
麻
し
ん
に

関
す
る
特
定
感
染
症
予
防
指
針
を
次
の
よ
う
に
策
定
し
た

の
で
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医

療
に
関
す
る
法
律
第
十
一
条
第
一
項
及
び
予
防
接
種
法
第

二
十
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、
平
成
二
十
年
一

月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
一

　
　
　
麻
し
ん
に
関
す
る
特
定
感
染
症
予
防
指
針

　
麻
し
ん
は
、
「
は
し
か
」
と
も
呼
ば
れ
、
高
熱
と
耳
後
部

か
ら
始
ま
り
体
の
下
方
へ
と
広
が
る
赤
い
発
疹
を
特
徴
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

す
る
全
身
疾
患
で
あ
る
。
感
染
力
が
非
常
に
強
い
上
、
罹

患
す
る
と
、
ま
れ
に
急
性
脳
炎
を
発
症
し
、
精
神
発
達
遅

滞
等
の
重
篤
な
後
遺
症
が
残
る
、
又
は
、
死
亡
す
る
こ
と

が
あ
る
。
さ
ら
に
、
よ
り
ま
れ
で
は
あ
る
が
、
亜
急
性
硬

化
性
全
脳
炎
と
い
う
特
殊
な
脳
炎
を
発
症
す
る
こ
と
が
あ

り
、
こ
の
脳
炎
を
発
症
し
た
場
合
に
は
、
多
く
は
知
能
障

害
や
運
動
障
害
等
が
進
行
し
た
後
、
数
年
以
内
に
死
亡
す

る
。
こ
う
し
た
麻
し
ん
の
感
染
力
及
び
重
篤
性
並
び
に
流

行
し
た
場
合
に
社
会
に
与
え
る
影
響
等
に
か
ん
が
み
る

と
、
行
政
関
係
者
や
医
療
関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

国
民
一
人
一
人
が
、
そ
の
予
防
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

　
我
が
国
に
お
い
て
は
、
昭
和
五
十
一
年
六
月
か
ら
予
防

接
種
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
六
十
八
号
）
に
基
づ
く

予
防
接
種
の
対
象
疾
病
に
麻
し
ん
を
位
置
づ
け
、
積
極
的

に
接
種
勧
奨
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
麻
し
ん
の
発
生
の

予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
に
努
め
て
き
た
。
こ
う
し
た
取

組
の
結
果
、
周
期
的
な
流
行
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、
麻
し

ん
の
患
者
数
は
着
実
に
減
少
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
平
成
十
八
年
四
月
か
ら
は
、
麻
し
ん
の
患
者
数
が

減
少
し
、
自
然
感
染
に
よ
る
免
疫
増
強
効
果
が
得
づ
ら
く

な
っ
て
き
た
状
況
を
踏
ま
え
、
そ
れ
ま
で
の
一
回
の
接
種

か
ら
二
回
の
接
種
へ
と
移
行
し
、
よ
り
確
実
な
免
疫
の
獲

得
を
図
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
平
成
十
九
年
に
十
代
及
び

二
十
代
を
中
心
と
し
た
年
齢
層
で
麻
し
ん
が
大
流
行
し
、

高
等
学
校
や
大
学
に
お
い
て
休
業
等
の
措
置
が
と
ら
れ
、

ま
た
、
麻
し
ん
の
ワ
ク
チ
ン
や
検
査
キ
ッ
ト
の
確
保
が
困

難
に
な
る
な
ど
、
大
き
な
混
乱
が
生
じ
た
。
こ
う
し
た
事

態
を
受
け
、
麻
し
ん
対
策
の
更
な
る
強
化
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　
一
方
、
麻
し
ん
を
取
り
巻
く
世
界
の
状
況
に
目
を
向
け

る
と
、
世
界
保
健
機
関
西
太
平
洋
地
域
事
務
局
は
、
平
成

二
十
四
年
（
二
千
十
二
年
）
ま
で
に
麻
し
ん
の
排
除
（
国

外
で
感
染
し
た
者
が
国
内
で
発
症
す
る
場
合
を
除
き
、
麻

し
ん
の
診
断
例
が
一
年
間
に
人
口
百
万
人
当
た
り
一
例
未

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば

満
で
あ
り
、
か
つ
、
ウ
イ
ル
ス
の
伝
播
が
継
続
し
な
い
状

態
に
あ
る
こ
と
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
達
成
す
る
と
い

う
目
標
を
掲
げ
て
お
り
、
我
が
国
を
含
め
、
世
界
保
健
機

関
西
太
平
洋
地
域
事
務
局
管
内
の
各
国
は
、
目
標
の
達
成

に
向
け
た
対
策
を
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な

お
、
平
成
十
九
年
（
二
千
七
年
）
現
在
、
南
北
ア
メ
リ
カ

大
陸
や
大
韓
民
国
に
お
い
て
は
、
既
に
麻
し
ん
の
排
除
を

達
成
し
た
と
宣
言
し
て
い
る
。

　
本
指
針
は
こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
平
成
二
十
四
年

度
ま
で
に
麻
し
ん
を
排
除
し
、
か
つ
、
そ
の
後
も
排
除
状

態
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
そ
の
た
め
に
、
国
、

地
方
公
共
団
体
、
医
療
関
係
者
、
教
育
関
係
者
等
が
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
施
策
に
つ
い
て
の
新
た
な
方

向
性
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
本
指
針
に
つ
い
て
は
、
麻
し
ん
の
発
生
動
向
、
麻
し
ん

の
治
療
等
に
関
す
る
科
学
的
知
見
、
本
指
針
の
進
ち
ょ
く

状
況
に
関
す
る
評
価
等
を
勘
案
し
て
、
少
な
く
と
も
五
年

ご
と
に
再
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

こ
れ
を
変
更
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

第
一
　
目
標

　
　
平
成
二
十
四
年
度
ま
で
に
麻
し
ん
の
排
除
を
達
成

　
し
、
か
つ
、
そ
の
後
も
麻
し
ん
の
排
除
の
状
態
を
維
持

　
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

第
二
　
原
因
の
究
明

　
一
　
基
本
的
考
え
方

　
　
　
国
並
び
に
都
道
府
県
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
及

　
　
び
特
別
区
（
以
下
「
都
道
府
県
等
」
と
い
う
。
）
に
お

　
　
い
て
は
、
麻
し
ん
に
つ
い
て
の
情
報
の
収
集
及
び
分

　
　
析
を
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
発
生
原
因
の
特
定
の

　
　
た
め
、
正
確
か
つ
迅
速
な
発
生
動
向
の
調
査
を
行
っ

　
　
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
二
　
麻
し
ん
の
発
生
動
向
の
調
査
及
び
対
策
の
実
施

　
　
　
麻
し
ん
の
発
生
動
向
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
感
染

　
　
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関

　
　
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
。
以
下
「
法
」

　
　
と
い
う
。
）
第
十
二
条
に
基
づ
く
医
師
の
届
出
に
よ

　
　
り
、
国
内
で
発
生
し
た
す
べ
て
の
症
例
を
把
握
す
る

　
　
も
の
と
す
る
。

　
三
　
麻
し
ん
の
届
出
基
準

　
　
　
麻
し
ん
を
診
断
し
た
医
師
の
届
出
に
つ
い
て
は
、

　
　
当
面
は
臨
床
で
の
診
断
を
も
っ
て
届
出
の
判
断
材
料

　
　
と
す
る
こ
と
を
継
続
す
る
が
、
検
査
室
で
の
診
断
を

　
　
行
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
も
保
健
所

　
　
に
報
告
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。
な
お
、
我
が
国
に

　
　
お
け
る
麻
し
ん
患
者
の
発
生
数
が
一
定
数
以
下
に

　
　
な
っ
た
場
合
に
は
、
類
似
の
症
状
の
疾
病
か
ら
麻
し

　
　
ん
を
正
確
に
見
分
け
る
た
め
に
は
、
病
原
体
を
確
認

　
　
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
原
則
と
し

　
　
て
検
査
室
で
の
診
断
で
麻
し
ん
と
診
断
し
た
症
例
の

　
　
み
の
報
告
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。
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国
は
、
日
本
医
師
会
を
通
じ
て
、
医
師
に
対
し
、

　
　
麻
し
ん
を
臨
床
で
診
断
し
た
場
合
に
は
、
可
能
な
限

　
　
り
二
十
四
時
間
以
内
に
法
第
十
二
条
に
基
づ
く
報
告

　
　
を
行
う
こ
と
及
び
臨
床
で
診
断
し
た
場
合
に
も
検
査

　
　
室
で
の
診
断
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
も
、
保

　
　
健
所
に
報
告
す
る
こ
と
を
依
頼
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
ま
た
、
麻
し
ん
の
診
断
例
の
届
出
に
際
し
て
、
患
者

　
　
の
予
防
接
種
歴
も
併
せ
て
報
告
す
る
よ
う
依
頼
す
る

　
　
も
の
と
す
る
。

　
　
　
国
は
、
麻
し
ん
の
患
者
が
発
生
し
た
場
合
に
都
道

　
　
府
県
等
が
法
第
十
五
条
に
規
定
す
る
感
染
経
路
の
把

　
　
握
等
の
調
査
を
迅
速
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
国
立
感

　
　
染
症
研
究
所
に
お
い
て
、
当
該
調
査
の
実
務
上
の
手

　
　
順
等
を
示
し
た
手
引
き
の
作
成
や
職
員
の
派
遣
要
請

　
　
に
応
え
ら
れ
る
人
材
の
養
成
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
平
成
十
九
年
に
、
十
代
及
び
二
十
代
の
年
齢
層
を

　
　
中
心
と
し
て
麻
し
ん
が
流
行
し
た
主
な
原
因
は
、
当

　
　
該
年
齢
層
の
者
が
、
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
一
回
も

　
　
受
け
て
い
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
、
一
回
は
受
け
た

　
　
も
の
の
免
疫
が
獲
得
で
き
な
か
っ
た
者
が
一
定
程
度

　
　
い
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
麻
し
ん
の

　
　
予
防
接
種
を
一
回
の
み
受
け
た
者
の
中
に
は
、
接
種

　
　
し
た
も
の
の
免
疫
を
獲
得
で
き
な
か
っ
た
者
が
接
種

　
　
者
の
五
パ
ー
セ
ン
ト
弱
存
在
し
、
ま
た
、
・
一
度
は
免

　
　
疫
を
獲
得
し
た
も
の
の
、
麻
し
ん
患
者
が
減
少
し
て

　
　
い
る
こ
と
か
ら
、
自
然
感
染
に
よ
る
免
疫
増
強
効
果

　
　
を
得
づ
ら
い
環
境
下
で
、
発
症
の
予
防
に
は
不
十
分

　
　
な
免
疫
し
か
保
有
し
て
い
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
た

　
　
者
も
存
在
す
る
。
こ
う
し
た
、
麻
し
ん
に
対
す
る
十

　
　
分
な
免
疫
を
保
有
し
て
い
な
い
者
が
就
学
等
に
よ
り

　
　
集
団
生
活
を
す
る
環
境
下
に
一
定
程
度
い
た
た
め
、

　
　
高
等
学
校
や
大
学
等
に
お
い
て
麻
し
ん
の
感
染
が
拡

　
　
大
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
感
染
力
が
非
常
に
強
く
一
度
発
生
す
る
と
そ
の
ま

　
　
ん
延
の
防
止
が
非
常
に
困
難
で
あ
る
麻
し
ん
の
対
策

　
　
と
し
て
、
最
も
有
効
な
の
は
、
そ
の
発
生
の
予
防
で

　
　
あ
る
。
平
成
十
九
年
の
流
行
の
原
因
分
析
に
か
ん
が

　
　
み
る
と
、
麻
し
ん
の
流
行
を
二
度
と
起
こ
さ
な
い
よ

　
　
う
に
す
る
た
め
に
は
、
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
一
回

　
　
し
か
受
け
て
い
な
い
者
で
あ
っ
て
、
就
学
等
に
よ
り

　
　
集
団
生
活
を
す
る
環
境
下
に
あ
る
も
の
に
対
し
、
二

　
四
　
日
本
医
師
会
と
の
協
力

　
五
　
麻
し
ん
発
生
時
の
迅
速
な
対
応

第
三
　
発
生
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止

　
一
　
平
成
十
九
年
の
流
行
の
原
因
分
析

　
二
　
基
本
的
考
え
方

　
回
目
の
予
防
接
種
を
受
け
る
機
会
を
設
け
る
こ
と

　
や
、
そ
う
し
た
環
境
に
な
い
者
に
対
し
て
も
幅
広
く

麻
し
ん
の
性
質
等
を
伝
え
、
予
防
接
種
を
行
う
よ
う

　
働
き
か
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

三
　
予
防
接
種
法
に
基
づ
く
予
防
接
種
の
一
層
の
充
実

　
1
　
国
は
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
の
五
年
間
を
麻
し

　
　
ん
の
排
除
の
た
め
の
対
策
期
間
（
以
下
「
対
策
期

　
　
間
」
と
い
う
。
）
と
定
め
、
生
後
十
二
月
か
ら
生
後

　
　
二
十
四
月
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
る
者
及
び
小
学

　
　
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
日
の
一
年
前
の
日
か
ら

　
　
当
該
始
期
に
達
す
る
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
あ
る

　
　
五
歳
以
上
七
歳
未
満
の
者
に
対
し
実
施
し
て
い
る

　
　
予
防
接
種
法
第
三
条
に
基
づ
く
予
防
接
種
（
以
下

　
　
「
定
期
の
予
防
接
種
」
と
い
う
。
）
の
対
象
者
に
、

　
　
中
学
一
年
生
と
高
校
三
年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の

　
　
者
（
麻
し
ん
及
び
風
し
ん
に
既
に
罹
患
し
た
こ
と

　
　
が
確
実
な
者
及
び
そ
れ
ぞ
れ
の
予
防
接
種
を
二
回

　
　
接
種
し
た
者
を
除
く
。
）
を
時
限
的
に
追
加
す
る
も

　
　
の
と
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
者
は
、
就
学
し
て

　
　
い
る
こ
と
が
多
い
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
学

　
　
年
単
位
で
の
効
果
的
な
接
種
勧
奨
が
可
能
と
な
る

　
　
よ
う
、
接
種
期
間
を
年
度
で
と
ら
え
る
も
の
と
し
、

　
　
か
つ
少
し
で
も
早
い
免
疫
の
獲
得
と
複
数
回
の
接

　
　
種
勧
奨
を
行
う
時
間
的
な
余
裕
を
残
す
た
め
、
年

　
　
度
当
初
の
四
月
か
ら
六
月
ま
で
の
三
月
間
に
、
特

　
　
に
積
極
的
な
勧
奨
を
行
う
も
の
と
す
る
。

　
2
　
国
は
、
定
期
の
予
防
接
種
の
実
施
主
体
で
あ
る

　
　
市
町
村
に
対
し
、
確
実
に
予
防
接
種
が
行
わ
れ
る

　
　
よ
う
、
積
極
的
に
協
力
を
求
め
て
い
く
必
要
が
あ

　
　
る
。
具
体
的
に
は
、
市
町
村
に
対
し
、
高
等
学
校

　
　
に
通
っ
て
い
な
い
者
を
含
む
定
期
の
予
防
接
種
の

　
　
対
象
者
へ
の
個
別
の
通
知
に
よ
る
確
実
な
接
種
勧

　
　
奨
を
行
う
よ
う
依
頼
す
る
ほ
か
、
母
子
保
健
法
（
昭

　
　
和
四
十
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
十
二
条
第
一

　
　
項
第
一
号
に
規
定
す
る
健
康
診
査
及
び
学
校
保
健

　
　
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
五
十
六
号
）
第
四
条

　
　
に
規
定
す
る
健
康
診
断
（
以
下
「
就
学
時
健
診
」

　
　
と
い
う
。
）
の
機
会
を
利
用
し
て
、
当
該
健
康
診
査

　
　
及
び
健
康
診
断
の
受
診
者
に
罹
患
歴
及
び
予
防
接

　
　
種
歴
を
確
認
し
、
未
罹
患
で
あ
り
、
か
つ
、
麻
し

　
　
ん
の
予
防
接
種
を
必
要
回
数
接
種
し
て
い
な
い
者

　
　
に
接
種
勧
奨
を
行
う
よ
う
依
頼
す
る
も
の
と
す

　
　
る
。
ま
た
、
定
期
の
予
防
接
種
の
受
け
忘
れ
等
が

　
　
な
い
よ
う
、
定
期
の
予
防
接
種
の
対
象
者
に
つ
い

　
　
て
、
未
接
種
の
者
を
把
握
し
、
再
度
の
接
種
勧
奨

　
　
を
行
う
よ
う
依
頼
す
る
も
の
と
す
る
。

3
　
厚
生
労
働
省
は
、
文
部
科
学
省
に
協
力
を
，
求
め
、

　
就
学
時
健
診
及
び
学
校
保
健
法
第
六
条
に
規
定
す

　
る
健
康
診
断
八
以
下
「
学
校
で
の
定
期
健
康
診
断
」

　
と
い
う
。
）
の
機
会
を
利
用
し
、
定
期
の
予
防
接
種

　
の
対
象
者
の
罹
患
歴
及
び
予
防
接
種
歴
を
確
認

　
し
、
未
罹
患
で
あ
り
、
か
つ
、
麻
し
ん
の
予
防
接

　
種
を
必
要
回
数
接
種
し
て
い
な
い
者
に
接
種
勧
奨

　
を
行
う
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
当
該
接
種
勧
奨
後

　
に
、
定
期
の
予
防
接
種
を
受
け
た
か
ど
う
か
の
確

　
認
を
行
い
、
必
要
が
あ
れ
ば
、
再
度
の
接
種
勧
奨

　
を
行
う
も
の
と
す
る
。

4
　
国
は
、
右
記
以
外
に
も
、
定
期
の
予
防
接
種
を

　
受
け
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
徹
底
し
な
く
て
は
な

　
ら
な
い
。
定
期
の
予
防
接
種
の
際
に
は
、
原
則
、

　
保
護
者
の
同
伴
を
求
め
て
い
る
が
、
対
策
期
間
中

　
に
時
限
的
に
追
加
す
る
中
学
一
年
生
及
び
高
校
三

　
年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の
者
に
対
す
る
定
期
の
予

防
接
種
（
以
下
「
補
足
的
接
種
」
と
い
う
。
）
に
限
っ

　
て
は
、
事
前
に
保
護
者
に
対
し
予
防
接
種
の
効
果

　
及
び
副
反
応
等
に
つ
い
て
の
十
分
な
情
報
提
供
を

　
行
い
、
書
面
で
保
護
者
の
了
承
を
得
る
こ
と
及
び

　
当
該
書
面
と
は
別
に
予
診
票
に
保
護
者
の
署
名
を

　
得
る
こ
と
を
条
件
に
、
保
護
者
の
同
伴
を
例
外
的

　
に
不
要
と
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
定

　
期
の
予
防
接
種
は
、
原
則
、
診
療
所
等
で
個
別
に

　
行
う
も
の
と
す
る
が
、
国
が
、
応
急
治
療
措
置
、

　
救
急
搬
送
措
置
等
に
つ
い
て
安
全
面
で
遵
守
す
べ

　
き
事
項
を
別
途
定
め
、
学
校
医
等
と
連
携
を
と
る

　
こ
と
に
よ
り
、
中
学
校
及
び
高
等
学
校
等
で
定
期

　
の
予
防
接
種
を
実
施
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
日
本
医
師
会
並
び
に
日
本
小
児
科
学
会
、

　
日
本
小
児
科
医
会
及
び
日
本
小
児
保
健
協
会
等
に

　
対
し
、
定
期
の
予
防
接
種
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ

　
う
に
協
力
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

5
　
国
は
、
平
成
十
九
年
の
麻
し
ん
流
行
時
に
ワ
ク

　
チ
ン
や
検
査
キ
ッ
ト
の
確
保
が
困
難
と
な
っ
た
事

　
例
に
か
ん
が
み
、
補
足
的
接
種
を
含
む
定
期
の
予

　
防
接
種
に
必
要
と
な
る
ワ
ク
チ
ン
及
び
試
薬
類
の

　
生
産
に
つ
い
て
、
製
造
販
売
業
者
と
引
き
続
き
連

　
携
を
図
る
も
の
と
す
る
。
な
お
、
麻
し
ん
の
補
足

　
的
接
種
に
用
い
る
ワ
ク
チ
ン
は
、
そ
の
対
象
と
す

　
る
世
代
に
は
風
し
ん
に
対
す
る
免
疫
を
保
有
し
て

　
い
な
い
者
が
一
定
程
度
お
り
、
流
行
を
阻
止
で
き

　
　
な
い
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
風

　
　
し
ん
対
策
の
観
点
も
考
慮
し
、
原
則
と
し
て
、
麻

　
　
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
と
す
る
も
の
と
す

　
　
る
。

　
　
予
防
接
種
法
に
基
づ
か
な
い
予
防
接
種
の
推
奨

　
　
校
等
（
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、

　
　
中
等
教
育
学
校
、
特
別
支
援
学
校
、
大
学
、
高
等

　
　
専
門
学
校
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
を
い
う
。

　
　
以
下
同
じ
。
）
の
職
員
等
は
、
幼
児
、
児
童
、
体
力

　
　
の
弱
い
者
等
の
麻
し
ん
に
罹
患
す
る
と
重
症
化
し

　
　
や
す
い
者
と
接
す
る
機
会
が
多
い
こ
と
か
ら
、
本

　
　
人
が
麻
し
ん
を
発
症
す
る
と
、
多
数
の
者
に
感
染

　
　
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
い
。
こ
の

　
　
た
め
、
麻
し
ん
の
排
除
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、

　
　
医
療
関
係
者
、
児
童
福
祉
施
設
等
の
職
員
、
学
校

　
　
等
の
職
員
等
に
対
し
、
予
防
接
種
の
推
奨
を
行
う

　
　
必
要
が
あ
る
。

　
　
に
協
力
を
求
め
、
医
療
関
係
者
の
罹
患
歴
及
び
予

　
　
防
接
種
歴
の
確
認
並
び
に
未
罹
患
で
あ
り
、
か
つ
、

　
　
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
必
要
回
数
接
種
し
て
い
な

　
　
い
者
に
対
す
る
予
防
接
種
を
推
奨
す
る
も
の
と
す

　
　
る
。

　
　
行
わ
れ
る
労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法

　
　
律
第
五
十
七
号
）
第
六
十
六
条
に
規
定
す
る
健
康

　
　
診
断
の
機
会
を
利
用
し
て
、
当
該
施
設
等
の
職
員

　
　
の
罹
患
歴
及
び
予
防
接
種
歴
の
確
認
並
び
に
未
罹

　
　
患
で
あ
り
．
か
つ
、
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
必
要

　
　
回
数
接
種
し
て
い
な
い
者
に
対
す
る
予
防
接
種
を

　
　
推
奨
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
学
校
保
健
法
第
八
条
に
規
定
す
る
健
康
診
断
等
の

　
　
機
会
を
利
用
し
て
、
学
校
等
の
職
員
の
罹
患
歴
及

　
　
び
予
防
接
種
歴
の
確
認
並
び
に
未
罹
患
で
あ
り
、

　
　
か
つ
、
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
必
要
回
数
接
種
し

　
　
て
い
な
い
者
に
対
す
る
予
防
接
種
を
推
奨
す
る
も

　
　
の
と
す
る
。
ま
た
、
医
療
・
福
祉
・
教
育
に
係
る

　
　
大
学
及
び
専
修
学
校
の
学
生
及
び
生
徒
に
対
し
麻

　
　
し
ん
に
罹
患
す
る
と
重
症
化
し
や
す
い
者
と
接
す

　
　
る
可
能
性
が
あ
る
実
習
が
あ
る
こ
と
を
説
明
し
、

　
　
当
該
学
生
及
び
生
徒
の
罹
患
歴
及
び
予
防
接
種
歴

　
　
の
確
認
並
び
に
未
罹
患
で
あ
り
、
か
つ
、
麻
し
ん

　
　
の
予
防
接
種
を
必
要
回
数
接
種
し
て
い
な
い
者
に

　
　
対
す
る
予
防
接
種
を
推
奨
す
る
も
の
と
す
る
。

　
2
　
厚
生
労
働
省
は
、
日
本
医
師
会
等
の
関
係
団
体

四　
1
　
医
療
関
係
者
、
児
童
福
祉
施
設
等
の
職
員
、
学

　
3
，
厚
生
労
働
省
は
、
児
童
福
祉
施
設
等
に
お
い
て

　
4
　
厚
生
労
働
省
は
、
文
部
科
学
省
に
協
力
を
求
め
、
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接
種
の
重
要
性
並
び
に
副
反
応
を
防
止
す
る
た
め

　
　
に
注
意
す
べ
き
事
項
及
び
ワ
ク
チ
ン
を
使
用
す
る

　
　
予
防
接
種
と
い
う
行
為
上
避
け
ら
れ
な
い
起
こ
り

　
　
う
る
副
反
応
、
特
に
妊
娠
中
の
接
種
に
よ
る
胎
児

　
　
へ
の
影
響
等
に
関
し
、
積
極
的
な
情
報
提
供
を
行

　
　
う
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
国
民
に
対
す
る
情
報
提

　
　
供
と
し
て
は
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
の
作
成
や
報
道

　
　
機
関
を
活
用
し
た
広
報
等
を
積
極
的
に
行
う
必
要

　
　
が
あ
る
。

　
　
学
校
の
管
理
者
に
対
し
、
母
子
保
健
法
第
十
二
条

　
　
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
健
康
診
査
及
び
学
校

　
　
で
の
定
期
健
康
診
断
の
機
会
を
利
用
し
て
、
学
校

　
　
等
の
入
園
年
次
及
び
入
学
年
次
に
あ
る
者
の
罹
患

　
　
歴
及
び
予
防
接
種
歴
を
確
認
し
、
未
罹
患
で
あ
り
、

　
　
か
つ
、
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
必
要
回
数
接
種
し

　
　
て
い
な
い
場
合
、
麻
し
ん
の
疾
病
と
し
て
の
特
性

　
　
や
麻
し
ん
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を

　
　
行
う
よ
う
依
頼
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
等
や
職
業
訓
練
施
設
等
の
管
理
者
に
対
し
、
入
所

　
　
及
び
入
学
の
機
会
を
利
用
し
て
、
保
育
所
等
の
児

　
　
童
福
祉
施
設
等
に
お
い
て
集
団
生
活
を
行
う
者
及

　
　
び
職
業
訓
練
施
設
等
に
お
け
る
訓
練
生
の
罹
患
歴

　
　
及
び
予
防
接
種
歴
を
確
認
し
、
未
罹
患
で
あ
り
、

　
　
か
つ
、
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
必
要
回
数
接
種
し

　
　
て
い
な
い
場
合
、
麻
し
ん
の
疾
病
と
し
て
の
特
性

　
　
や
麻
し
ん
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を

　
　
行
う
よ
う
依
頼
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
児
科
学
会
、
日
本
小
児
科
医
会
、
日
本
内
科
学
会

　
　
及
び
日
本
小
児
保
健
協
会
等
の
学
会
等
に
対
し
、

　
　
初
診
の
患
者
の
罹
患
歴
及
び
予
防
接
種
歴
を
確
認

　
　
し
、
未
罹
患
で
あ
り
、
か
つ
、
麻
し
ん
の
予
防
接

　
　
種
を
必
要
回
数
接
種
し
て
い
な
い
場
合
、
疾
病
と

　
　
し
て
の
麻
し
ん
に
つ
い
て
の
情
報
及
び
麻
し
ん
の

　
　
予
防
接
種
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を
行
う
よ
う
依

　
　
頼
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
厚
生
労
働
省
は
、
国
土
交
通
省
に
協
力
を
求
め
、

　
　
旅
行
会
社
等
に
対
し
、
外
国
へ
渡
航
す
る
者
に
、

　
　
国
内
の
麻
し
ん
の
発
生
状
況
、
外
国
で
麻
し
ん
を

　
　
発
症
し
た
場
合
の
影
響
等
に
つ
い
て
の
情
報
提
供

　
2
　
厚
生
労
働
省
は
、
文
部
科
学
省
に
協
力
を
求
め
、

五
　
そ
の
他
必
要
な
措
置

　
1
　
厚
生
労
働
省
は
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
予
防

　
3
　
厚
生
労
働
省
は
、
保
育
所
等
の
児
童
福
祉
施
設

　
4
　
厚
生
労
働
省
は
、
日
本
医
師
会
並
び
に
日
本
小

　
5

　
　
　
を
行
う
よ
う
依
頼
す
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
文

　
　
　
部
科
学
省
に
協
力
を
求
め
、
学
校
で
外
国
へ
修
学

　
　
　
旅
行
す
る
際
に
、
麻
し
ん
の
疾
病
と
し
て
の
特
性

　
　
　
や
麻
し
ん
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を

　
　
　
行
う
よ
う
依
頼
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
6
　
厚
生
労
働
省
は
、
定
期
の
予
防
接
種
を
積
極
的

　
　
　
に
勧
奨
す
る
と
と
も
に
、
予
防
接
種
の
際
の
医
療

　
　
　
事
故
や
避
け
得
る
副
反
応
を
徹
底
し
て
避
け
る
た

　
　
　
め
、
地
方
公
共
団
体
や
医
療
機
関
等
の
各
関
係
団

　
　
　
体
に
対
し
、
安
全
対
策
を
十
分
行
う
よ
う
協
力
を

　
　
　
依
頼
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
基
本
的
な
考
え
方

　
　
　
麻
し
ん
の
よ
う
な
感
染
力
が
極
め
て
強
く
、
重
症

　
　
化
の
お
そ
れ
の
あ
る
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
早
期
発

　
　
見
及
び
早
期
治
療
が
、
特
に
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た

　
　
め
、
国
は
、
麻
し
ん
の
患
者
を
適
切
に
診
断
で
き
る

　
　
よ
う
、
医
師
に
必
要
な
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、

　
　
国
民
に
も
当
該
疾
病
に
感
染
し
た
際
の
初
期
症
状
や

　
　
早
期
に
と
る
べ
き
対
応
等
に
つ
い
て
周
知
し
て
い
く

　
　
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
　
　
国
は
、
麻
し
ん
の
患
者
を
医
師
が
適
切
に
診
断
で

　
　
き
る
よ
う
、
医
師
に
対
し
、
麻
し
ん
の
流
行
状
況
等

　
　
に
つ
い
て
積
極
的
に
情
報
提
供
す
る
も
の
と
し
」
特

　
　
に
、
流
行
が
懸
念
さ
れ
る
地
域
に
お
い
て
は
、
日
本

　
　
医
師
会
等
の
関
係
団
体
と
連
携
し
、
医
療
関
係
者
に

　
　
対
し
て
注
意
喚
起
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、

　
　
麻
し
ん
の
患
者
数
が
減
少
し
、
自
然
感
染
に
よ
る
免

　
　
疫
増
強
効
果
が
得
づ
ら
く
な
っ
て
き
た
こ
と
に
伴
っ

　
　
て
、
麻
し
ん
が
小
児
特
有
の
疾
患
で
な
く
な
っ
た
こ

　
　
と
に
か
ん
が
み
、
小
児
科
医
の
み
で
は
な
く
、
す
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
二
　
医
療
関
係
者
に
対
す
る
普
及
啓
発

第
四
　
医
療
の
提
供

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
積

第
五

　
一

て
の
医
師
が
麻
し
ん
患
者
を
診
断
で
き
る
よ
う

極
的
に
普
及
啓
発
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
研
究
開
発
の
推
進

　
基
本
的
考
え
方

　
麻
し
ん
の
特
性
に
応
じ
た
発
生
の
予
防
及
び
ま
ん

延
の
防
止
の
た
め
の
対
策
を
実
施
し
、
良
質
か
つ
適

切
な
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
麻
し
ん
に
対
す

る
最
新
の
知
見
を
集
積
し
、
ワ
ク
チ
ン
、
治
療
薬
等

の
研
究
開
発
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
ま
た
、
麻
し
ん
の
定
期
の
予
防
接
種
を
円
滑
に

実
施
す
る
た
め
、
定
期
の
予
防
接
種
歴
の
確
認
を
容

易
に
す
る
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
推
進
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　
　
　
よ
り
免
疫
獲
得
の
効
果
が
高
く
、
か
つ
、
よ
り
副

　
　
反
応
の
少
な
い
ワ
ク
チ
ン
を
開
発
す
る
こ
と
は
、
国

　
　
民
の
予
防
接
種
に
対
す
る
信
頼
を
確
保
す
る
た
め
に

　
　
最
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
現
行
の
麻
し
ん
の
ワ
ク

　
　
チ
ン
は
効
果
の
高
い
ワ
ク
チ
ン
の
一
つ
で
あ
る
と
さ

　
　
れ
て
い
る
が
、
国
は
、
今
後
の
使
用
状
況
等
を
考
慮

　
　
し
、
必
要
に
応
じ
て
研
究
開
発
を
推
進
し
て
い
く
も

　
　
の
と
し
、
そ
の
際
に
は
、
迅
速
な
研
究
成
果
の
反
映

　
　
の
た
め
、
当
該
研
究
の
成
果
を
的
確
に
評
価
す
る
体

　
　
制
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
国
民
や
医
療
関
係
者
に
対

　
　
し
て
、
情
報
公
開
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
が
重
要
で

　
　
あ
る
。

　
　
　
国
は
、
予
防
接
種
の
受
け
忘
れ
等
に
よ
り
麻
し
ん

　
　
に
対
す
る
十
分
な
免
疫
を
保
有
し
て
い
な
い
者
が
増

　
　
加
す
る
事
態
を
避
け
る
た
め
、
国
民
そ
れ
ぞ
れ
が
自

　
　
ら
の
定
期
の
予
防
接
種
歴
を
容
易
に
確
認
す
る
こ
と

　
　
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ

　
　
る
。
そ
の
た
め
、
本
人
の
求
め
に
応
じ
て
定
期
の
予

　
　
防
接
種
歴
に
関
す
る
情
報
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
市

　
　
町
村
が
定
期
の
予
防
接
種
歴
を
電
子
媒
体
で
管
理
す

　
　
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
か
つ
、
容
易
に
定
期
の
予

　
　
防
接
種
歴
に
関
す
る
情
報
を
提
供
で
き
る
よ
う
な
ソ

　
　
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
、
国
立
感
染
症
研
究
所
に
お
い
て
開

　
　
発
し
、
提
供
し
、
及
び
そ
の
利
用
を
促
す
も
の
と
す

　
　
る
。

　
　
　
国
は
、
世
界
保
健
機
関
を
は
じ
め
、
そ
の
他
の
国

　
　
際
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
情
報
交
換
等
を
積
極

　
　
的
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
世
界
的
な
麻
し
ん
の
発
生

　
　
動
向
の
把
握
、
麻
し
ん
の
排
除
の
達
成
国
の
施
策
の

　
　
研
究
等
に
努
め
、
我
が
国
の
麻
し
ん
対
策
の
充
実
を

　
　
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
　
　
世
界
保
健
機
関
に
お
い
て
は
、
二
回
の
予
防
接
種

　
　
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
接
種
率
が
九
十
五
％
以
上

　
　
と
な
る
こ
と
の
達
成
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
ほ
か
、

　
　
世
界
保
健
機
関
西
太
平
洋
地
域
事
務
局
に
お
い
て

　
　
は
、
平
成
二
十
四
年
（
二
千
十
二
年
）
に
は
同
地
域

　
　
か
ら
麻
し
ん
の
排
除
を
達
成
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲

　
　
げ
て
お
り
、
我
が
国
も
本
指
針
に
基
づ
き
、
麻
し
ん

　
　
対
策
の
充
実
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
目
標
の
達

　
　
成
に
向
け
て
取
り
組
む
も
の
と
す
る
。

　
二
　
臨
床
に
お
け
る
研
究
開
発
の
推
進

　
三
　
情
報
管
理
に
お
け
る
研
究
開
発
の
推
進

第
六
　
国
際
的
な
連
携

　
一
　
基
本
的
考
え
方

　
二
　
国
際
機
関
で
定
め
る
目
標
の
達
成

　
　
　
麻
し
ん
の
排
除
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
当
該
施

　
　
策
が
有
効
に
機
能
し
て
い
る
か
の
確
認
を
行
う
評
価

　
　
体
制
の
確
立
が
不
可
欠
で
あ
る
。
国
は
、
定
期
の
予

　
　
防
接
種
の
実
施
主
体
で
あ
る
市
町
村
等
と
連
携
し
、

　
　
予
防
接
種
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
の
情
報
収
集
を
行

　
　
い
、
そ
の
情
報
を
基
に
し
て
関
係
機
関
へ
協
力
を
要

　
　
請
し
、
当
該
施
策
の
進
ち
ょ
く
状
況
に
よ
っ
て
は
、

　
　
本
指
針
に
定
め
る
施
策
の
見
直
し
も
含
め
た
積
極
的

　
　
な
対
応
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
国
は
、
感
染
症
の
専
門
家
、
医
療
関
係
者
、
保
護

　
　
者
、
地
方
公
共
団
体
の
担
当
者
、
ワ
ク
チ
ン
製
造
業

　
　
者
及
び
学
校
関
係
者
か
ら
な
る
「
麻
し
ん
対
策
委
員

　
　
会
」
を
設
置
し
、
麻
し
ん
対
策
委
員
会
は
、
平
成
二

　
　
十
一
年
度
以
降
毎
年
度
、
本
指
針
に
定
め
る
施
策
の

　
　
実
施
状
況
に
関
す
る
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の

　
　
結
果
を
公
表
し
、
必
要
に
応
じ
て
当
該
施
策
の
見
直

　
　
し
に
つ
い
て
提
言
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

　
　
1
　
都
道
府
県
は
、
感
染
症
の
専
門
家
、
医
療
関
係

　
　
　
者
、
保
護
者
、
学
校
関
係
者
等
と
協
働
し
て
、
麻

　
　
　
し
ん
対
策
の
会
議
を
設
置
し
、
関
係
機
関
の
協
力

　
　
　
を
得
な
が
ら
、
定
期
的
に
麻
し
ん
の
発
生
動
向
、

　
　
　
定
期
の
予
防
接
種
の
接
種
率
及
び
副
反
応
の
発
生

　
　
　
事
例
等
を
把
握
し
、
地
域
に
お
け
る
施
策
の
進

　
　
　
ち
ょ
く
状
況
を
評
価
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
2
　
厚
生
労
働
省
は
、
麻
し
ん
対
策
の
会
議
が
定
期

　
　
　
の
予
防
接
種
の
実
施
状
況
を
評
価
す
る
た
め
、
文

　
　
　
部
科
学
省
に
対
し
、
学
校
が
把
握
す
る
幼
児
、
児

　
　
　
童
及
び
生
徒
の
定
期
の
予
防
接
種
の
接
種
率
に
関

　
　
　
す
る
情
報
を
麻
し
ん
対
策
の
会
議
に
提
供
す
る
よ

　
　
　
う
協
力
を
依
頼
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
1
　
厚
生
労
働
省
は
、
迅
速
に
麻
し
ん
の
定
期
の
予

　
　
　
防
接
種
の
接
種
率
を
把
握
す
る
た
め
、
都
道
府
県

　
　
　
知
事
に
対
し
、
情
報
提
供
を
依
頼
す
る
も
の
と
す

　
　
　
る
。
ま
た
、
学
校
保
健
法
第
十
三
条
に
基
づ
く
学

　
　
　
校
の
臨
時
休
業
の
情
報
を
随
時
把
握
す
る
た
め
、

　
　
　
文
部
科
学
省
に
対
し
、
情
報
提
供
を
依
頼
す
る
も

　
　
　
の
と
す
る
。

　
　
2
　
厚
生
労
働
省
は
、
予
防
接
種
に
よ
り
副
反
応
が

　
　
　
生
じ
た
際
に
行
わ
れ
て
い
る
報
告
体
制
を
充
実
さ

　
　
　
せ
、
重
篤
な
副
反
応
の
事
例
は
、
速
や
か
に
国
及

　
　
　
び
麻
し
ん
対
策
の
会
議
等
に
報
告
さ
れ
る
仕
組
み

　
　
　
を
構
築
す
る
も
の
と
す
る
。

　
二
　
麻
し
ん
対
策
委
員
会
の
設
置

第
七
　
評
価
及
び
推
進
体
制
の
確
立

　
一
　
基
本
的
考
え
方

　
三
　
都
道
府
県
に
お
け
る
麻
し
ん
対
策
の
会
議
の
設
置

　
四
　
関
係
機
関
と
の
連
携



官報原稿印刷誤り

　本日、官報掲載されました麻しんに関する特定感染症予防指針（厚生労働省

告示第442号）に誤りがあり、今後、以下の修正が官報に掲載されます。

O　P21　上から二段目後ろから八行目
　　　　　　【誤】　　　　　　　　　　　　　　　　【正】

「健康診断の受診者に罹患歴及び」　→　　「健康診断の受診者㊤罹患歴及び」

O　P22　最上段十五行目から十六行目

　　　　　　【誤】　　　　　　　　　　　　　　　【正1

「学校等の入園年次及び入学年次」　→　　「学校の入園年次及び入学年次」




